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 令和８年第３回錦江町議会定例会一般質問 

質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

池田 行德 観光行政につ

いて 

１．観光施設への入込客数増加に向けて、今後どのよ

うな施策を講じていく考えか。 

２．大滝の茶屋を含めた神川大滝公園について、敷地

内への草花や樹木の植栽による景観向上や、流しそ

うめん店内の段差解消による利便性・作業効率の向

上を図る考えはないか。 

３．花瀬バンガローの利用促進を図るため、同窓会や

各種団体での活用をはじめ、施設の概要や利用方法

などを町のホームページや広報紙等で積極的に周知

する考えはないか。 

４．奥花瀬のニジマス釣り場への入込客数の増加を図

るため、現在休館している流しそうめん施設「瀬々

來樹館」の今後の活用方針について伺う。 

５．文化財保護審議員など地域の知識を有する人材を

活用し、観光ガイドを養成する考えはないか。 

町 長 

 

落司 道子 プレミアム付

き商品券事業

について 

今回のプレミアム付き商品券(プレミアム率 60%、購

入額 10,000円につき商品券 16,000円分)は、3,000冊

が用意され、１人２冊までを上限に販売された。同一

世帯であれば身分証明書の提示により代理購入も認め

られた。しかし、当初の予定より販売開始時間が繰り

上げられること等もあり、町民の方々より多くの意見

が寄せられている。 

１．町民の声（意見）の内容等について把握している

のか。 

２．販売開始時間を繰り上げた経緯、また、その周知

についてどういった対応がされたのか。 

３．苦情も多く聞かれる中で、今後の販売方法（時間、

場所、冊数上限等）の改善について伺いたい。 

町 長 

 

超高齢化社会

に向けたまち

づくり事業に

ついて 

 ８月５日の臨時会で可決された補正予算では、「超高

齢化社会に向けたまちづくりの先進事例」に関する探

索的研究業務等に関する委託料が計上された。取組の

必要性は理解する中で、 

１．共同研究方式で進めるメリットは何か。 

２．これまでも様々な事業に取組んでいる。それぞれ

の評価や課題がいかされるものなのか。 

３．調査結果(報告書)を、今後どのように施策、総合

振興計画をはじめとする各種計画に反映していく考

えか。 

町 長 



2 

 

城下香代子 水道の供給並

びに耐震化等

について 

１． ８月６日現在、国内の８水系では取水制限が出さ

れているようだが、錦江町の水源地の供給状況につ

いて伺いたい。 

２．熊本地震では、いまだに３万世帯を超える断水が

続いているとの情報がある。本町の水道管更新によ

る耐震化計画について伺いたい。 

３． 大隅地域における広域連合協議会について伺いた

い。 

町 長 

 

令和８年熊本

地震を受け、来

る南海トラフ

地震への備え

について 

１. 避難所に指定している各施設及び庁舎等の耐震確

認はできているか。学校校舎についても併せて伺いた

い。 

２. 真夏の災害の場合、エアコンは必須と考えるが、

今回の地震による避難所の状況を踏まえた対策はあ

るか。 

３． 高齢化の進行が速い本町において、高い確率で発

生が想定されているこの地震に備え、訓練を行うべ

きではないか。 

４． 先般の質問時に、耐震診断について助成を検討す

るとのことであったが、その後どうなったか伺いた

い。また、併せて住宅改修費とは別に、耐震化に対

する助成を別枠で設けることは考えられないか。 

町 長 

久保 勇太 産業振興に関

して 

１．第３次錦江町総合振興計画における第５章基本計

画の「１．働く世代の元気」の「１.一次産業を中心

とした稼げる環境づくり」の「３.学校跡地を活用し

た農産物工場等の導入の調査研究」並びに「４.国内

外市場への農産物加工品の販売実証」の活動計画が

記載されているが、現在、具体的な事業の取組があ

るか。 

２．現在、池田地区で営農している若手の農業法人が

池田中学校跡地において、農作物の１次加工場の建

設計画を立てている。上記の活動計画に照らし合わ

せて、伴走支援を行う考えはないか。 

町   長 

雇用支援に関

して 

 

１．第３次錦江町総合振興計画における第５章基本計

画の「１．働く世代の元気」の「３.働くを支える環

境づくり」の重点課題「１.人手不足の解消」におけ

る KPIで④副業人材バンク事業者登録 50社、⑤副業

人材バンク登録者数 100人、⑥副業人材雇用者数 30

人とあるが、どのように取組を進めていくのか。 

２．担い手確保の観点から、副業人材の活用は急務で

あり、本町における若手の働き方においても、副業

を行うことによって、所得が安定し、U・Iターンの

促進にも繋がることが期待される。一方、南大隅町

における特定地域づくり事業協同組合の名称は「複

町   長 
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業協同組合」となっており、一般社団法人すみずみ！

みなみおおすみと連携しながら、複数の仕事を組み

合わせた働き方による移住定住の高い実績を挙げて

いる。上記の 1 次加工場の建設並びに運営を実現す

るためには、このような複業人材を確保していくこ

とも重要であるが、副業人材の活用と併せて、産業

創出と雇用創出を一体的に連携して取組んでいく考

えはないか。 

災害復旧に関

して 

１．令和８年３月議会において一般質問を行った、国

道 269 号永小原の崩落災害の復旧工事の見通しにつ

いて示されたい。 

２．同じく３月議会において一般質問を行った、大隅

総合開発期成会における、皆倉—小浜間のトンネル設

置の要望の件に関して、進捗があれば伺いたい。 

３．第３次錦江町総合振興計画における第５章基本計

画の「５．地域の元気」の活動計画にも「２.国道 269

号の整備路線化の要望強化」が明記されている。上記

のトンネル設置や湾岸道路の実現となると、鹿屋市並

びに南大隅町と連携した整備促進協議会等を組織し、

中央要望を強化していく必要性があると考えられる

が、今後の見通しを示されたい。 

町   長 

浪瀨 亮祐 森林伐採につ

いて 

１．約 10 年前より急速な森林伐採が行なわれている

が、これまでの伐採面積と再造林の状況について伺

いたい。 

２．令和５年６月より施行された「錦江町森林の整備

保全に関する条例（事前届出制度）」のこれまでの届

出件数や伐採の状況など、その実績について伺いた

い。 

３．再造林率 100%を目指すため、行政、林業事業体、

民間の３者が包括連携協定を締結したが、協定締結

に至った経緯とその具体的な内容について伺いた

い。 

４．森林組合に対して、高性能な地拵機械の導入費用

の一部を補助することとしているが、導入後の再造

林への活用について伺いたい。 

町 長 

 

田代地区の今

後の活性化に

ついて 

１．人口減少が著しい田代地区の活性化について、町

はどのように考えているのか伺いたい。 

２．人の交流を促進する取組の一つとして、議場を田

代支所多目的ホールに改築したが、これまでの利用

状況と今後の活用について伺いたい。 

３．人口減少が著しい田代地区への定住や子育て世帯

の移住・定住を促進するため、田代地区にも子育て

支援住宅を建築する考えはないか伺いたい。 

町   長 
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小吉 昭弘 国道 269号線沿

線のさつきの

伐根後の景観

整備について 

１．景観を維持しながら対策を講じていくべきと考え

るが、今後の維持管理はどのようにされるのか。 

２．さつきの伐根後の整備として、楠木の伐採やコン

クリート舗装等について、今後どのように考えてい

るのか。 

町 長 

 

両根占土地改

良区用水路沿

いの支障木撤

去について 

１．この用水路は設置されてから何年になるのか。ま

た、現在は自治会に維持管理をお願いしているが、

管理上の問題はないのか。 

２．大根占水田への用水や消防用水など、地域の農業

や生命・財産を守る上で重要な用水である。一方で、

自治会員の高齢化や水田の非耕作化などが進んでい

るのが現状である。今後の維持管理について、行政

も側面から積極的に支援すべきではないか。 

町 長 

 

町道厚ケ瀬線

の支障木撤去

について 

町道厚ケ瀬線の渡瀬ブロイラー付近から厚ケ瀬林業

倉庫付近までの区間において、茶の運搬車や杉の丸太

を運搬する大型車両などが頻繁に通行しているが、道

路の維持管理や安全対策について、どのように考えて

いるのか。 

町 長 

 

 


